








MPGN1,2,3 型の小児(20 例)と成人(18例)の比較を臨床病理学的に検討した。成人にネフロ

ーゼや高血圧が多い。予後は腎機能低下 7例(小児 1,成人 6)と腎不全 2例(成人)と成人が

悪い。光顕で分節状病変(小児 16.5%,成人 23.9%),球状硬化(小児 9.5%,成人 20.7%)及び尿

細管間質病変(小児 5.0%,成人 74%)と平均出現頻度に有意な差があった。電顕で mesangial 

interposition 領域で小児に吸収像を認めた。予後と組織障害とに差異があった。 


